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漢と朕<水仙

氷を割って咲くと言われる

スイセン。 地中海周辺が自主主

地で、その両政な災しい姿か

ら、伝説の災少年「ナルキソ

ス」にちなむ名を 持つ。 rJ 

紅 ・ラッパなど種類も鐙倍。 平成6年 1月1日/毎月 1日・15日発行/101.000部/神奈川県平塚市役所発行

編集・企画部広報広聴課/〒254 平塚市浅間町9番 1号 電話23-1111・35ー 1111

4金 目チ ーム
①倉林大輔 城北工高

②上野正行東海大

③中本亮ニ江南高

@秋悶和幸東海大

⑤今井 了 神田高 ， 
⑩大宮n正浩平嫁消防者 与侭

⑩繰 越巳 平塚 市 役 所

5崇善チーム
①加藤勝目IJ自営業

②;淑l1i 隆丸大学生

③ m:t1・ 主太 湖南大付 l瓜
@ 制服 J主人東海大相模

⑤ 稲 田 敏 治 東 京 ガ ス

⑩光ぷ IE夫 東京ガス

⑪村AI 三k荘東京ガス

6吉 沢チ ーム
① 加房長 E畳半島京消防署

②浅見大行平縁 農 業 高

③ 務保栄一 大 栄 工 業

③浅見 t苦久平線 良 栄 町

③小泉 I乏史;大磯刊

⑩久保問符江南高

⑩ ご:g 友和大以前i

3横内チーム
① 小 宮富士男平塚市役所

②鈴木逮仁 東海大学

③金 陽二 共 栄 工 銭

@本内克洋 三協化学

⑤柏倉 孝憲

⑩関 俊 三 協化学

15中原チーム
①小林 健教員

② 磯部 正 明 平 啄市役所

③内泌 千u大原高

③ 係 正弘平線市役所

③ 杉山正彦平塚市役所

⑩小山大友大東化学

13四之官チーム
①吉川雄 吾大原 高

②城所 誠ゃなぎや

③小玉洋忠、関西ぺ

③勝本 町五領ケ台高

⑤臼吉田哲也関西ぺ

@山回和男 三 菱担制旨

⑩ 管野利明 三 菱樹脂

14花 水 チーム
Q)迫骨子 直人 平 縁消防署

② 大島事 正 義県響

③ 'i*n+修一高砂香料

③大島 修県警

⑤梅伴一利東電

⑭小磯嬰三古河電工

⑩飯田英一

16松原チーム
① 岡本 ゑ也法政 二 百百

② 柳下賞幸平線市役所

③ J1.j二 倍目立積浜

白浜.c.~ 敏樹大東化学

⑤ 河本正一 NSK
ゆ:B納雅人 償浜国大

⑩杉山 邦男古河電工工

一
月
九
日
(
臼
)
各
地
区
代
表
二
十
ニ

チ
l
ム
が
参
加
し
て
、
午
前
八
時
三
十
分
総
合
公
闘
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ゴ
ー
ル
は
山
城
中
学

校
で
五
区
間
=二

・
九
J
Mで
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

9
日
8
時
初
分
ス
タ
ー
ト

今
年
の
市
内
一
周
駅
伝
競
走

大
会
は
、
平
塚
競
技
場
が
ス
タ

ン
ド
改
修
工
事
で
使
用
で
き
な

い
た
め
、
ス
タ
ー
ト
の
位
置
を

出
会
い
の
広
場
(
レ
ス
ト
ラ
ン

大
原
の
前
)
に
移
し
、
公
園
内

を
走
っ
て
か
ら
ロ
ー
ド
に
出
ま

す
。
ス
タ
ー
ト
は
午
前
八
時
三

十
分
で
す
。
ま
た
、
開
会
式
も

午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
昨
年
と
同
じ
コ

ー
ス
で
、
通
過
予
定
時
間
は
、

左
記
の
と
お
り
で
す
。
五
区
間

=
=

・
九
J
Mの
コ
l
ス
を
二

十
ニ
チ
1
ム
で
競
い
ま
す
。

出
場
す
る
話
題
の
選
手

出
場
す
る
話
題
の
選
手
は
、

旭
北
チ
l
ム
の
堂
道
誠
選
手

(
市
役
所
)
で
す
。
昨
年
十
二

月
五
日
に
行
わ
れ
た
福
岡
国
際

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、

二
時
間

十
七
分
五
十
八
秒
の
好
記
録

で
、
二
十
四
位
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
岡
崎
チ
l
ム
の
大

関
篤
史
選
手

(
早
稲
田
大
学
)

は、

全
日
本
大
学
駅
伝
大
会
で

i;睡蓮蓮華
1-22はゼッケン番号

①~⑤は区間と走者

⑧は補欠選手

1旭北チーム

① 三 事命 孝幸平J;j!消防望書

②原図 書世白藤沢商灘高

③ 大森 誠雌沢商業高

@)i1i川 宜主 平線市役所

⑤小品 約 機 浜ゴム

⑩セili 誠 平原市役所

⑩阿部 俊輔大l京高

2南原チーム
①奥山 徹也 横浜ゴム

②鎌里子 途雄 平 塚市役所

③軍長野直子 五領ケ台高

③ 吉田裕之 徽浜ゴム

⑤ 野川文明北友物産

⑧及川多佳夫久保81鉄 工

@杉浦晃弘 平 縁市役所

7松が丘チーム
①伊藤 栄 γー塚消防署

②a~8J正考教品
③村ヒ秀治 .:.:::~樹脂
@ 野村利明大原町

⑤向総兵久リコー

⑮竹弁務久会社l.l

⑮広部 活一一

17金田チー ム
① 鈴木版裕大磯苅

② 村瀬浩二 森野町

③ 惚波 均大阪高

@金子 裕保 五 領ケ台向

⑤ 子干属高 俊樹洋jt':j

⑩江原 一 久場門学校

⑮刷UI 和久大般向

8土慶チーム
①鋭以正夫平原市役所

②む本 川:91 *3j{m_カ
③ 川延宏一 神 rnr.r，
@宮本光-，;1重野市役所

⑤山本万一 13本たばこ

。小餅伶代チ筑波大学

⑭E住1~ 正樹大儀;n;

9神 田チ ーム
①予辛勝 鯨高砂呑料

@IM川孝男キャノン

③絵山 茂藤沢郵使 1ぬ
③鈴木 厳司 平線消防将

⑤松ぬ政文日産自動 車

⑮草野裕之高周波熱線I
⑮和多 茂目度車体

18なでしこチーム
①門書1・ 淳一五領ケ台高

②佐々木猛五領ケ台高

③防~j d(..l 誠教員

@河間航平日大藤沢両

⑤ 制回取二郎玄領ケ台高

⑩井出単ニ 石塚研究所

⑩中西 鯨富士通

19J毎土チーム
①今11: 1'f'l1.栴洋高

② 和 rn -'l<'!:I'.東京mカ
@ hlG湖1 i1-:業平嫁消防署

@ μdf.:i "J.:.樹大原町

⑤助川利之大阪苅

も島地m 陽一繍浜ゴム

紛秋葉雅彦三和ケミカ

単
稲
田
を
二
位
に
し
た
立
役
者

で
、
正
月
恒
例
の
箱
根
駅
伝
に

も
出
場
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
青

森
東
京
間
駅
伝
に
主
将
と
し
て

出
場
し
た
、
富
士
見
の
横
山
俊

二
選
手

(
県
瞥
)
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、

一
月
十
六

日
開
催
さ
れ
る
三
浦
半
島

一
周

駅
伝
に
、
平
塚
市
代
表
と
し
て

出
場
す
る
十
二
人
の
選
手
が
各

地
区
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て

い
ま
す
。

10富士見チーム
①安図智之大原町

②横山俊二 警察官

③練山 保夫償浜ゴム

@長田昭彦関東学院大

⑤中戸 川主主夫大原高

⑮小林正一北山並形

⑩純l野義彰

20大神チーム
①鈴木時男西総建設

②柿木直和西松建 絞

③ 則 子 沙紡里平草草商当世間

@ 押 木 俊太五領ケ台符

⑤fMn 克 彦古河アルテ

⑭今村 ).7Uリ臼産車体
8時 30分
8時50分

9時 13分

9時28分

9時 49分

10時 07分

各中継所先頭通過予定時間

6.6km 

7.4km 

5，Okm 

7，Okm 

5.9km 

総合公園スタート

城島小学校前

大住中学校前

みずほ小学校前

吉沢小学校前

山城中学校

第 1区

第 2区

第 3区

第 4区

第 5区

ゴーJレ

二
区
は
強
豪
が

注
目
さ
れ
る
区
間
は
、

一
揖

距
離
の
長
い
二
区
(
七
・
四
J

M
川
)
で
、
大
関
選
手
や
横
山
選

手
の
ほ
か
に
、
郡
市
対
抗
駅
伝

(二
月
十
三
日
)
の
平
塚
市
代

表
候
補
選
手
が
多
数
出
場
す
る

な
ど
、
各
地
区
と
も
こ
の
区
間

に
一
番
強
い
選
手
を
起
用
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
女
性
ラ
ン
ナ

ー
が
四
人
出
場
し
ま
す
。
走
る

区
間
は
三
区
で
、
土
屋
の
小
幡

佳
代
子
選
手
(
筑
波
大
学
)
、

中
原
の
内
海
千
互
選
手
(
大
原

高
校
)
、
大
神
の
増
子
沙
緒
塁

選
手
(
平
塚
商
業
高
校
)
、
南

原
の
藤
野
直
子
選
手
(
五
領
ケ

台
高
校
)
の
四
人
で
、
力
走
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

優
勝
は
旭
北
か

優
勝
を
ね
ら
う
の
は
、
旭
北

チ
1
ム
で
す
。
昨
年
の
雪
辱
を

果
た
す
た
め
、
ど
こ
の
区
間
で

も
走
れ
る
堂
道
誠
選
手
を
補
欠

に
回
し
様
子
を
み
る
余
裕
で
、

郡
市
対
抗
の
代
表
候
補
選
手
で

ま
と
め
た
チ
1
ム
は
最
強
で

す
。
続
い
て
横
山
俊
二
選
手
の

い
る
富
士
見
と
石
井
直
弥
選
手

(
神
奈
川
大
学
)
の
い
る
旭
南
、

平
均
し
た
チ
l
ム
の
港
や
金
目

チ
1
ム
で
す
。
岡
崎
や
花
水
、
な

で
し
こ
は
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
で
す
。

11旭南チーム
①裕原岳久

②高橋良和五領ケ台高

③高橋邦豆 大 東 化 学

③石井直弥神奈川大

⑤小峠 維史

⑩新村 明書豊平車京消防竜野

@石ヲキ純二 五領ケ台高

21城 島 チーム
①機村康彦 二 宮高校

②杉山活一厚木市役所

③磯村光一山減中学校

③磯村定義ハネウエル

⑤松井賞雄平塚市役所

⑩杉山和夫中央農協

⑩長 谷 川 栄平爆消防司嘗

12港チーム
①山口力也藤沢商業高

②山口 淳藤沢商業高

③ 苦海真吾東海大

③積山順一 団 体 職 員

⑤杉原邦洋 プレスエ量産

@滑回宏明県庁

⑮内 藤 勝 彦 低 下 電 池

22岡崎チーム
①高岡懲-E!II武蔵工大

②大関篤史早稲田大

③永井保紀学生

③ 澗弁公洋五領ケ台高

⑤佐久間勝会社員

⑮小川!軍事久雄平塚市役所

@秋山 修教員
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平成6年寸月1日広幸置ひらつか

旭
か
ら
吉
沢
、
土
屋
地
区
に

至
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
1
ス
に
そ

っ
て、

見
ど
と
ろ
い
っ
ぱ
い
の

史
跡
、
長
勝
地
等
を
広
く
紹
介

し
、
よ
り
多
く
の
方
に
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
と
う

と
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
1

山
な

み
を
訪
ね
て
」
を
テ
l
マ
に
、

観
光
文
化
展
が
聞
か
れ
る
。

マ
期
間

1
月
日
日
(
木
)

i
m日
(
火
)
の
6
日
間

マ
時
間

午

前

叩

時

3
午
後
6

年
末
恒
例
の
「
し
め
飾
り
」
作
り
の
教
室
が

各
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

材
料
と
な
る

「わ
ら
」
は
市
内
の
農
家
か
ら

い
た
だ
い
た
も
の
。
長
さ
、
太
さ
別
に
策
ね
、

i
一
芯
を
作
り
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
丁
寧

『
，
内

一
に
編
み
込
ん
で
い
く
と
立
派
な
「
し
め
飾
り
」

ぃ川

，

一
が
完
成
。
「
や
っ
ぱ
り
自
作
の
し
め
飾
り
は
格

闘
」
，

一
別
」
と
参
加
し
た
主
婦
。

d
f
圃
一

新
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

ud一
議
い
を
込
め
た
講
習
会
で
し
た
。

一ビ一↑真写

そ
ん

第 518号

日
本
女
子
大
学
教
授
高
木
郁

一円
V

会
場
お
よ
び
申
込
先
茅
ヶ

朗

氏

崎

市

ぶ

ヶ

崎

1
1
8
1
7
神
奈

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
川
県
湘
市
労
働
セ
ン
タ
ー

(屯

日
分

1
8時
日

分

話

O
四
六
七
(
部
)
一
一

七

一

マ
定
員
叩
人
(
入
場
無
料
)

一
内
線
一
三
二
)

土屋一族 の 墓お飾り作り講習会

労
働
講
座
開
く

平
成
五
年
度
の
湘
南
地
区
労

働
講
座
が
開
か
れ
る
。

マ
日
程

・
2
月
2
臼

(水
)

「低
迷
す

る
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」
専
修

大
学
教
授
吉
家
清
治
氏

-
2
月
7
日
(
月
)
「
明
春
季

賃
上
げ
を
め
ぐ
る
情
勢
」
週
刊

労
働
ニ
ュ
ー
ス
編
集
長
江
上

寿
美
雄
氏

-
2
月
9
日

(
水
)
「
改
正
労

働
基
準
法
の
施
行
に
む
け
て
」

復
さ
ん
の
お
早
う
さ
ん

2
月
4
日
に
市
民
講
演
会
開
く

T
B
S
ラ
ジ
オ
砂
町
制
さ
ん
の

お
早
う
さ
ん
M

で
お
な
じ
み
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
梅
本
勝
起

氏
を
迎
え
て
、
市
民
文
化
講
演

私
も
お
手
伝
い

会
が
聞
か
れ
る
。

簡
単
の

「
感

動

と

爆

笑

の

・
・
・

学
」
シ
リ
ー
ズ
は
好

評
で
、
場
内
を
興
市
川
の
渦
に
巻

き
込
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

マ
円
時

2
月
4
日
(
金
)
午

前
叩
時
却
分

1
U時

マ
会
場

M
Nピ
ル
日
階
第
2

会
議
宅

マ
講
演
者

T
B
S
ラ
ジ
オ
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
担
本
勝
起
氏

マ
演
題

「爆
笑
の
人
間
学
」

マ
定
円以

二
百
人

マ
入
場
整
理
券
の
配
布
1
月

日
日

(火
)
か
ら
崇
善
、
須

賀
、
松
原
、
花
水
、
富
士
見
、

中
央
の
各
公
民
館
と
女
性
行
政

推
進
室

(M
N
ピ
ル
凶
階
)
で

配
布
(
先
約
順
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
崇
善
公
民

館
(
電
話
出
|
一
九
二

O
)

15fl • 13: 00-14: 00 
1511・14: 30-15 : 20 

15rJ . 15 : 30-16 : 00 

• 15 : 00へ-16: 00 

• 13 : 30-14 : 30 

. 15 : 00-16 : 00 

• 13 : 00-14 : 00 

• 15 : 00-16 : 00 

• 13 : 00-13 : 50 

• 14 : 10-14 : 40 

• 15 : 10-16 : 10 

• 15 : 00-16 : 00 

• 13 : 00- 13 : 30 

• 13 : 40- 14 : 30 

• 15 : 00-16 : 00 

• 13 : 30-14 : 30 

• 15 : 00-16 : 00 

移動図書館の日程(雨天は中止)
1月 1811 2 Ji 1 11 

1811 1 I:.J 

18H 1 E:-I 

1911 2日

20fl 3日

20[1 3日

21fl 4臼

21上1 4日

25f1 8日

25[1 8日

2511 8日

26口 9臼

27日 10日

27円 10日

27日 10日

28日

28-8 

上田小学校

宮沢小学校

吉沢公民館

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

ふじみ野商l苫街

旭陵中学校

港小学校

海宝 寺

鐙田公民館

松が丘公民館

城島小学校

域.0，公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

階
ホ
1
ル

マ
内
容
「
変
わ
り
ゆ
く
日
本

経
済
」

マ
講
師

横

浜

国
立
大
学
教
授

岸
本
軍
陳
氏

マ
申
込
先
商
業
観
光
課
(
内

線
五
四
八
)
、
工
業
労
政
課

(
内
線
五

O
七
)
入
場
無
料

{
観
光
文
化
展
}
1
月
日

日

(木
)
S
M
日
(
火
)

{湘
南
持
道
同
好
会
古
道
展
}

1
月
初
日
(
木

)
1お
日
(
火
)

{日
本
盆
栽
協
会
平
塚
支
部
盆

栽
展
}

1
月
幻
自
(
木
)
3
2

月
1
日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

官
一弘

-
中
央
公
民
館
2
階
(
電
話
M

l
一
一
一
一
一
)

{第
臼
回
明
日
初
展
覧
会
}

1
月

ロ
日

(水
)
S
M
臼

(
臼
)

(
電
話
お
|
六
三
二
九
)
一

{平
塚
市
保
育
園
児
絵
画
展
}

マ
日
時

1
月
ロ
日
(
水
)
午

{湘
南
教
育
普
道
会
ひ
ら
つ
か
一

1
月
初
日
(
木

)
1
n
日
(
臼
)

後
2
時

3
4時
た

の

し

い

啓

初

展

}
1
月
6
日
一

[
G
展
(
油
絵
、
陶
芸
等
)
}

マ
会
場
平
塚
商
て
会
議
所
3

(木
)
1日
日

(

火

)

一

1
月
初
日
(
水

)
1
m
円
(
口
)

新
春
経
済
講
演
会

。小説・文字

・泌かなインパール

.妖1::;集
・海屯itllの使-r，.

.賃金の少9:3

.赤いr1JIl子の男

エル ヴエ ・ギベール

・ドラマティック JT永みち子

・小.r.~の食 1:( 杉本苑子

。 家庭・生活

・自分で作るおやつのみ;

宇 野 由 希 子

・赤ちゃんに学ぶ子f:fて 南部容生

.加藤敏彦のふだ んのおかずパ ート

2 
・下回直子のニッ トダイアリー

・特効手も み瞭 法 水嶋丈雄

@社会 科 学 ・ そ の 他

・問われるF-I本の人権 こ う ち 訪 日

.R本の弱点 ド ・マキナニー

s .ホワイト

・版刷の向"本 平塚巡ー

・なぜ、なぜ、どうす る 性 教 育

:/1平((同 和一

※掲 lli!Gの似l仰は、購入l災J.lfの一部。

詳しくは中央図丹館へお必ねを。

伊藤桂一

伊達ー一行

竹 河 聖

平井和正

平塚市成ム式柳葉敏郎コンサートツアーrAJ

~/ w 

1月15日(祝)
午前10時30分'"12時

会場総合体育館
【催し物】

・式典ハタチのメッセージ朗読

入賞者表彰

-アトラクション

そっくりパフォーマンス

工藤ひろし・星奈々・ Missマッチ

灘問い合わせ

日時2月5日(土)
開演午後6時30分

市民センターホール

A.&~4. 0(1(11‘i 

ぐ〉前亮所市民センタ}、チケットセゾン、

チケ'>>トぴあ(長崎ht-'階〉、ヤンレイレ ， 

コードイラスカ 4附}、輔元制楽組前、サ

クラ曾府本慮、花水科病ほか

。問い合わせ先市民センター〈雷'32-a23S)

E主席4，500"1、

日時

会場

や入場桝

青少年課 (ft32-7029)

玉木ひろしのそっくりさん

工藤ひろし
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新
し
い
年
を
迎
え
、
お
正
月

を
ご
ろ
寝
で
過
ご
し
て
い
る
人

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
頃
か

ら
、
休
日
に
な
る
と
い
つ
も
テ

レ
ビ
の
前
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
し

ま
う
あ
な
た
は
、
寝
た
き
り
予

備
軍
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

将
来
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
休

自
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
の
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
休
日

は
あ
あ
過
ご
し
た
い
、
こ
う
過

ご
し
た
い
と
考
え
る
だ
け
で
、

理
想
と
現
実
に
は
差
が
あ
る
も

の
で
あ
る
。

実
行
可
能
な
範
囲
で
計
画
を

た
て
、
毎
日
の
生
活
が
生
き
生

現 実

( ) 

広線ひらつか

戸一 休日の過ごし方

咽 o趣味を楽しむ

。ス ポ ーツ で 体

を鍛える

0読宮や勉強を

する

0 ラ イフワーク

ずる

o自然を楽しむ

0知人や友 人 と

交流する

0 ごろ寝をして

ぼんやりする

0家庭サービス

0鋭気を縫う

0仕事をする

理 想

( ) 

平 成6年 4月 1日(3) 

き
す
る
よ
う
な
休
日
の
過
ご
し

方
を
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

カ
上
表
に
休
日
の
過
ご
し
方
の

例
を
あ
げ
て
み
た
の
で
、
自
分

の
休
日
の
仕
方
に
つ
い
て
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
よ
健
康
蝶
)

定
期
外
結
核
検
診

平
塚
保
健
所
で
は
、
結
核
に

感
染
す
る
機
会
の
多
い
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

今
年
も
定
期
外
結
核
健
康
診
断

を
行-っ。

マ
対
象
者

①
旅
館
、
飲
食
庖
、
料
理
庖
な

はがき応赤ちゃんの名前、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、 会 社 名 を記入のうえご応

務ください。対象は 1歳未満の赤ちゃ んです。応募

されたはがき(1 日掲載分は26 日 ~10日締め切り、

15日掲載分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲載します。今回は24人応募。

合送り先 〒 254平塚市浅間町 9ー 1

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージJ係

ど
で
、
客
の
媛
待
や
部
屈
の
清

掃
、
飲
食
物
の
取
り
扱
い
を
す

る
方

②
遊
戯
場
、
娯
楽
場
な
ど
で
客

に
接
す
る
仕
事
の
方

③
保
母
、
家
庭
保
育
福
祉
員
、

そ
の
他
常
時
乳
幼
児
に
接
す
る

仕

4
の
方

④
保
健
婦
、
助
産
州
、
楠
科
衛

生
土
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
、
鋪
師
、
灸
師
、
柔
道
整

定期外結核健康診断日程表

9時 -11時30分 13時 30分 -15時

【1s) 

10臼(月} 見附台公園 凡附台公闘 l 
11臼〈火) 法主主健会館駐車場 段栄会館駐市場

12日(*) 金目公民館

13臼{木〉 四之'白.公民館 神田公民館

14日〈金} 紅谷パールロード 海宅空F

18日(火〉 E.足業会館駐市A場

20日{本〉 紅谷バールロード トl本たばこ産業

体育センター

21日(金} 見附台公凶 ムl附台公悶

25臼 (火} 平塚保健所 学指示保健所

27日 {コド〉 平爆保健所 平島家保健所

(2月)

1臼{火〉 平塚保健所 ミJZ縁保健所

月
行
っ
て
い
る
。

マ

1

月

分

日

程

5
円

(水)、

ロ
臼
(水
)、

M
臼
(
金
)

・
時

間

午

後
l
時
却
分
1
3

時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所
(
訪
問

も
可
)

平
塚
保
健
所
で
は
、
心
や
ノ

一
マ
担
当
者

精
神
科
医
、
ケ
1

イ
ロ
1
ゼ
、
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
一
ス
ワ
l
カ
l

悩
み
を
も
っ
本
人
や
家
族
を
対

一
マ
申
込
先
平
塚
健
康
所
(
屯

象
と
し
た
心
の
健
康
診
断
を
毎

一
話
詑

|
O
一
三

O
)

。
市
民
相
談
室
(
市
役
所

1

0
一
般
相
談

毎
週
月
5
金
曜

日、必
f

階
)
包
括

n
i--
一一

内
線
口
9
時
3
日
時

O
結
婚
相
談
毎
週
日
昭
目
印

‘
ロ

ニ
九
三

@

青
少
年
相
訟

(
市
民
セ

ン

時

5
日
時
(除
く
第
3
臼
暇
旦

M

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談
タ
1
2
階
)
包
括
M
l
七
=二

O
母
子
相
談
・
家
庭
児
童
相
桜

-r

1

月

日
臼

(
火
)
、
児
臼
一

毎
週
月
1
金
咽
日
9
時
国
時

{
火
)
日
時
1
日
時

O
悩
み
ご
と
は
か
ヤ
ン
グ
テ
レ

O
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月

・M

G
一
般
法
律
相
談

I
月
ロ
臼

ホ
ン
。
電
話
お
l
七
八
三
0

6
3
金
曜
日
9
時
却
分
S
M時

以…

(水)、

四
日
(
水
)
、
初
日

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
3
M時

O
婦
人
相
談

1
月
日
日

山小

(
水
)
日
時
S
M時
予
約
制

叩
分

(
土
曜
日
は
日
時
S
M時

(
木
)
叩
時
5
日
時

中…
吋

O
登
記
供
託
測
量
相
談

1
月

初

会

@

子
供
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

ω…

H
日
(
金
)
日
時
1
M時
@

福
祉
会
館
屯
話
お
l
ニ
電
話
お
l
六
O
一
二
毎
週
月

以

O
住
宅
相
談

1
月

四

日

三

三

三

'

・

3
金
暗
日
9
時
3
口
時
(
電
話

(
火
)
日
時
3
日
時

O
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
相
談
毎
週
月
3
土
曜
日
、
除
く

山一

O
下
輯
取
引
相
股

1
月
初
日
宅
、
医
療
)
相
股

1
月

日

目

第
2
土
曜
日
)

…バ

{
木
)
日
時
却
分
1
日

時

(

木

)

日

時

却

分
3
河
川
時
叩
分

。
保
健
セ
ン
タ
ー

匂
話
引
叫

ん
m

O
定
例
年
金
相
股

1
5日
予

約
制

1
0三
二

…一

(
木
)
叩

時

み

時

皇

室

諸

般

・
ポ
ラ
ン
テ

O
成
人
病
相
厳
重
火
曜
日

…一…

O
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
昭

ィ
ア
相
般
毎
週
月
日
金
曜
日

9
時
却
分
3
日
時
却
分
予
約
制

川
十

-i.山

田
9
時
1
m時
8

時

却
分
1
口
時

、一
品
、

復
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士

⑤
理
容
、
美
蒋
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
(
取
次
屈
も
合
む
)
業
の
カ

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
保
健

所
(
屯
話
詑

l
O
一
一二
())

日
赤
救
急
法
の
講
習
会

〔
救
急
法
正
規
講
習
会
二
般

対
象
)
】

マ
日
程

2
月
凶
日
(
月
)

i
u日
(
日
)
ま
で
の
問
の
全

8
日
間

・
時
間
平
日
は
午
後
6
時
泊

分
1
9時
、
日
臨
日
は
午
前
9

時
叩
分

1
午
後
5
時

マ
会
場
福
祉
会
館
、
中
央
公

民
館
、
市
役
所
会
議
室

マ
対
象
義
務
教
育
修
了
者

マ
定
員
刊
人
(
先
着
順
)

マ
受
講
料
一
千
円

〔
救
急
法
正
規
講
習
会
(
有
資

格
者
対
象
)〕

マ
日
程

2
月
初

日
(
日
)

t
u日
(
日
)
の
間
の
5
日
間

・
時
間
平
日
は
午
後
6
時
初

分
1
9時
、
日
曜
日
は
午
前
9

時
加
分

3
午
後
5
時

V
会
州場
福
祉
会
館
、
中
央
公

民
館
、
市
役
所
会
ぷ
室

マ
対
象
救
急
法
省
資
梢
者

V
定
U

M

m
人

(先
岩
順
)

マ
受
講
料

一
千
円

{
蘇
生
法
正
規
講
習
会
)

・
蘇
生
法

(
1
)

マ
日
程

2
月
四
日
(
土
)
、

羽
田
(
土
)
の
2
日
間

・
時
間

午
後
1
時
3
9時

.' .•. . 
‘・-.・.'. . 
・.・.'. 

談
議
簿
業

相
£
殺
防

民
僚
懇
穀

市

マ
会
場

勤

労

会
館

マ
対
象
義
務
教
育
修
了
者

マ
定
員
加
入
(
先
着
順
)

マ
受
問
料

二
千
円

-
蘇
生
法

(
2
)

マ
日
程

2
月
幻
自
(
日
)
、
幻

日
(
水
)
、
お
日
(
金
)
、
幻
自

(
日
)
の
4
日
間

・
時
間

平
日
は
、
午
後
6
時

泊
分
3
9時
、
日
曜
日
は
午
前

9
時

3
午
後
5
時

マ
会
場
福
祉
会
館
、
市
役
所

会
議
室

マ
対
象
義
務
教
育
修
了
者

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

9 時~ll時30分、 13時~15時

心
の
健
康
診
断

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

ア
吋

ー¥
¥
U
1
!
dぺ
1
7
1

メ
L
-
m明一

J
Z-一

運
動
不
足

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
次

，
の
よ
う
な
こ
と
が
気
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
①
ウ
エ
ス
ト
が

，
き
つ
く
な
っ
た
②
背
中
に

・
手
が
川
り
に
く
い
③
立
つ

.
た
り
座
っ
た
り
す
る
時
、
支

・
え
が
欲
し
い

④
よ
く
つ
ま

ハ
づ
く
⑤
歩
く
の
が
面
倒
で

乗
り
物
を
使
う
⑤
床
和

物
を
拾
う
時
、
必
ず
し
白

む
⑦
靴
ひ
も
を
結
ぶ
臨

労
す
る
@
階
段
を
降
円

時
必
ず
手
す
り
に
つ
か
$

⑨
少
し
の
荷
物
で
も
戸

感
じ
ら
れ
、
荷
物
を
持
た
な

い
こ
と
が
多
い
⑮
階
段
を

昇
っ
た
り
速
歩
き
す
る
と
息

切
れ
や
ど
う
き
が
す
る
。
以

上
2
1
3項
H
あ
て
は
ま
る

人
は
、
運
動
不
足
の
影
響
が

で
て
い
る
。
運
動
不
足
か
ら

。

く
る
病
気
や
け
が
も
多
く
な

・

る
の
で
、
日
頃
か
ら
運
動
す

・

る
よ
う
心
掛
け
よ
う
。

(健
康
課
)

※平線保健所は、

マ
受
講
料

二
千
円

※
申
し
込
み
は
、

1
月
口
臼

(
月
)
か
ら
生
活
福
祉
課

(内

線
二

一
O
)
で。

くるる管 が ら

t 藍語=-:::Itt-
-~ .. 亀。

言"が
献血lこζ脇1JをEf

3月12日(土)
午後 6時 30分間演

会場市民センターホール
・入 場 料 S席 4，300円、 AJ，'i'i3，800円

・前売開始 l月 9日(白) 10時から

-前売所市民センタ一、チケットセゾン

チケットびあ(長崎屋 4階)、ヤンレイレ

コード(ラスカ 4階〉 、稲元邑楽器底、 サ

'唱に クラ轡1苫本l苫、花水省l苫

翼民市民センターでの篭話予約受付は

1月 11日(火)8時30分から。包括32-2235

とき

/d1 
く〉街頭献血予定日

① 1月 7日〈金〉紅谷パールロード

以よ献血時間は午後 l時-3時30分 、、'"

@1月 13日〈木〉紅谷パーJレロード、.

③ 1月刊日〈金〉紅苔パールロード

④ T月 18日〈火〉紅苔パーJレロード

⑤ 1月 22日〈主〉紅谷パールロード

以上献血時間は午前10時~午後3時30分

。ご協力ありがとうございました (12月分〉

東海大学、 三共化成工業平原工場、八m槽本舗平縁ヱ相降、平縁盲学校、五領ヶ台高

校、 JA湖南Aコープ畑底、平線西ヱ黛技術高校、東海大学ローターアクトクラブ、

小絵電子金属



(4) 平成6まま寸月守目

シンボルマーク各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
選

手
に
よ
り
繰
り
広
げ
ら
れ
る
圏

内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、

国
体
。
国
民
の
健
康
づ
く
り
や

体
力
づ
く
り
を
目
標
に
昭
和
二

十
一
年
に
始
め
ら
れ
た
。
本
県

で
の
開
催
は
昭
和
三
十
年
以
来

四
十
三
年
ぷ
り
と
な
る
第
五
十

三
回
国
民
体
育
大
会
(
夏

・
秋

季
大
会
)
の
愛
称
、
標
語
、
シ

ン
ボ
ル
マ

1
ク
が
発
表
さ
れ

た。
愛
称
は
「
か
な
が
わ

・
ゆ
め

国
体
」
。
す
べ
て
の
人
の
輝
く

未
来
へ
の
夢
と
、
誰
も
が
他
版

で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
社
会

の
創
造
へ
向
け
た
夢
を
託
し
て

い
る
。

広報ひらつか第 5 18望号

総合体育鎗

温かな表情で未来 に向かつて走

る人をイメージしたもの。手足が

長いのは、多くの夢をつかんで生

き、走り、跳ぶ樟子を表している、

お
お
汗
こ
汗

椋
語
は

「お
お
汗
こ
一什」。

ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
で
あ
る
什
を

強
調
し
、

一
人

一
人
が
様
々
な

汗
を
流
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実

り
豊
か
な
同
体
が
実
現
す
る
よ

う
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
て
、
す
べ
て
の
人
が
健
版

で
生
き
生
き
と
五
ら
せ
る
よ
う

願
い
を
込
め
て
い
る
。

二
十

一
世
紀
を
H
前
に
し
た

今
、
私
た
ち
の
拝
ら
し
の
必
需

品
と
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
。

誰
も
が
長
い
人
生
を
鎚
版
で
充

実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、

そ
の
果
た
す
役
割
は
ま
ず
ま
ず

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

月

平塚 地区新科杯バレーボ

県カデツ ト点球選手権 大ー

県高校ハンドボール選手

。 主な大会

7 B 9 s寺
ー ル大会

• 9日 911寺

権 大会

• 16日 9f侍
.c.. 
コ""

・23日 9時第17回県中'学校パスケッ

トボール大会

・291=112時 県高体迎パスケットボー

ル新人戦

生
桂
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る

担
制
圧
な
機
会
で
も
あ
る
こ
の

「か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
」
。

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

社
会
の
創
造
を
向
指
し
、
見
て

楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
1
ツ
の
大
会
や
位
脱
・
体

力
測
定
な
ど
気
軒
に
参
加
で

き
、
体
験
し
て
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。

平
塚
市
で
は
、
正
式
競
技

(
都
道
府
県
対
抗
の
何
点
と
な

る
競
技
)
の
テ
ニ
ス
、

4
球
と

自
転
車
、
そ
れ
に
公
開
競
技
の

高
校
野
球
(
硬
式
)
の
四
顧
同

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「か
な
が
わ

・
ゆ
め
凶
体
」

の
成
功
に
向
け
て
、
よ
り

一一
回

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

申
し
込
み
は
ス
ポ
ー
ツ
財
団
ヘ

有
酸
中
東
山
地
動
の
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
ダ
ン
ス
を
通
し
て
、
体
力
の

向
仁
・
健
康
の
明
准
を
阿
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
今
作
度
間
同
日

の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
聞
か

れ
る
。申

し
込
み
は
、

一
月
七
日
(
金
)

ま
で
に
往
復
は
が
き
で
一T
羽
平

塚
市
大
原

一
!
一

平
塚
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
(
平
塚
球
場

内

・
電
話
お

l
O
一
O
二
)

へ。

※総合体育館温水フ.ールは定期

清 掃 の た め 1月24日 か ら 2月

7日まで使用 できません。

※問い合わせは、総合公園管理

事務所(電話35-2233)へ。

な
お
、
中
し
込
み
移
数
の
財

A
h

は
抽
選
と
な
る
。

V
日
程

1
月
幻
日
1
3月
日

日

(
2
月
H
Hは
除
く
)
の
毎

週
金
附
円
、
会
7
川

・
時
間
午
前
叩
時
制
分

1
u

時
加
分

マ
会
場
総
合
体
行
飢
箔
3
体

育
・出

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

日
成
以
上
の
万
(
高
校
生
は
除

く
)

マ
定

u
m人

マ
参
加
料
四
千
円

※
運
動
の
で
き
る
服
装
、
底

の
M
い
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
パ

ス
タ
オ
ル
を
持
参
の
こ
と

キ
ン
グ
ベ
ル
I
世

ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
愛
称
が

「キ
ン
グ
ベ

ル
I
世
」
に
決
定
さ
れ
た
。

湘
南
海
岸
を
イ
メ
ー
ジ
、
海

を
司
る
神
ポ
セ
イ
ド
ン
を
モ
チ

ー
フ
に
し
て
い
る
。

一H
I
!
1
1
1
1
1
1
1
l
討
つ
"叶

はH

川
」
叶
」

-
z
m
A
i
A

ビ
l
チ
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
7

サ

で

一

ボ

あ

川

フ

一

は

仏

一

一

泊

d
d

ビ
l
チ
サ
ッ
カ
ー

の

で

カ

ド

て

時

オ

ピ

本

絶

一一
一
剣山
防

糸
川
、副
料

i
一

漂
わ
ル
ネ
也
広
川

一一

一一聯
u
n
説
:よ
い広三郎

一一

一

7
M
V芳寸
同

?

一
尤

の

も

々

コ

と

を

J
し
サ

一路

ma-
入
I

弘
主
Y
ト

バ

側

m
m
↓

rz一一

一一一
公

鋭

、

f
F
E村

J5
5リ

2
t一一

一一斑
議
盤

一込
町町一一括一

一一

一
鷹

釦
幽
闘
嗣
置
と
か
ね
恥
吉
川
合

一

e
J
Z温
掴

盟

問

凶

掴

・

4

カ

る

ペ

ル

り

前

イ

イ

一

九

一

「
j
1
1
川
川
川
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

仏

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果

{第
H
同
平
塚
市
少
年
サ
ッ
カ

ー
選
予
権
大
会
}
日
月
初
日

3
ロ
パ
5
日
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ

広
場
ほ
か
。
低
学
年
の
部
加
チ

ー
ム
、
高
学
年

I
部
幻
チ
ー

ム
、
日
学
年
日
部
8
チ
l
ム
が

参
加

マ
各
部
優
勝
チ
l
ム

・
低
学
年
の
部
其
土
イ
レ
ブ

ン
ズ

・
高
学
年
I
部
セ
イ
ン
ト

m

-
高
学
年
目
部

フ

ジ

タ

S
C

{少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
第

I
回
大
会
}
ロ
月
5
目
、
総
合

公
園
、
四
百
二
十
六
人
が
参
加

マ
各
部
優
勝
有

・
中
学
生
男
子

(
土
沢
中
学
校
)

告

M
B
S淘
一川，a-効

愛
祢
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
か

荻
野
雄
介

氷
上
安
全
法
講
習
会
を

水
の
事
故
を
防
止
し
、
溺
者

救
助
を
陥
る
救
助
口
の
技
成
を

目
的
と
し
た
「
日
本
赤
十
字
社

水
上
安
全
法
講
習
会
」
が
開
催

さ
れ
る
。

申
し
込
み
は
、
一
月
五
日
(
水
)

以
降
に
電
話
で
平
塚
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
(
平
塚
球
場
内

・

屯
話
お

l
O
一
O
ニ
)
へ
。

マ
日
程

2
月
日
口

(火
)

，・3
初
日
(
臼
)
の
6
日
間

・
時
間

午
前
9
時

1
午
後
5

時V
会
場
総
ん
け
体
行
館

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

四
歳
以
上
の
方
(
高
校
生
は
除

く
)
で
五
百
訂
以
上
泳
げ
る
方

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
参
加
料
四
千
円

-
同
女
子

中
学
校
)

-
小
川
子
校
6
年
生
男
子

大
輔
(
金
田
小
学
校
)

・
同
女
子
渡
辺
裕
希
(
岡
崎

小
学
校
)

・
同
5
年
生
男
子
宮
間
孝
ニ

(
笥
士
見
小
学
校
)

・
同
女
子
宮
川
令
名
(
金
目

小
学
校
)

{第
初
阿
市
民
ロ
l
ド
レ
l
ス

大
会
}
日
月
幻
目
、
総
合
公

園
、
百
二
十
八
人
が
参
加

マ
各
部
優
勝
者

・
一
般
男
子
5
J
M

佐
々
木

猛
(
虹
が
浜
)

・
刊
歳
以
と
男
子
5
J
M

生

川
澄
宋
(
茅
ヶ
崎
市
)

・
一
般
男
子
叩
J
M川
市
川
並

(
縮
)

・
視
党
障
害
者
男
子
3
J
M

広
瀬
信
雄
(
追
分
)

-
視
覚
障
害
者
女
子
3
J
M

前
田
美
智
子

(向
原
)

・
高
校
女
子
5
J
M

査
彩
子

(
雌
沢
市
)

・
一
般
女
子
5
J
γ

坂
井
美

保
(
岡
崎
)

・
中
学
生
到
子
5
J
M川

挙
蹄
(
老
松
町
)

・
中
学
生
女
子
3
J
M

寛
子
(
ぷ
野
町
)

小
室
宝
子
(
神
田品

ー・一
.・.白白. ・'"・ー.一.

・"・γ
ー・'.・

暮
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

消
費
者
の
た
め
の
有
機
農
業
講
座

盟
国

「有
機
野
菜
」

や

「低
門
医薬

野
菜
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て

い
る
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
般
に
流
通
し
に
く
い
有

機
野
菜
の
生
産
の
実
態
を
知
る

と
と
も
に
、
安
心
で
お
い
し
い

野
菜
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
消

費
者
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

講
座
を
開
催
す
る
。
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
を
。

日
程
、
内
容
、
前
師
は
次
の

と
お
り
。

・1
月
日
日
(
月
)
「有
機
民
業

と
消
費
者
」
同
白
学
側
女
子
短

期
大
学
助
教
授
古
沢
広
祐
氏

・1
司
幻
口

(
金
)
「
生
態
系
川

用
型
農
業
と
土
づ
く
り
」
県
民

業
技
術
課
専
門
技
術
只
郷
問

大
向r~

光
安
氏

・1
月
幻
自
(
木
)
「
実
践
農
地

門
企
玄
E

」
県
陸
軍
国
産
物
供
給
セ

ン
タ
ー
野
菜
部
会

-2
月
3
日
(
木
)
「堅
内
の
野

菜
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と
消

費
者
の
果
た
す
役
割
」

県
農
業

総
合
研
究
所
佐
倉
朗
夫
氏

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
叩
時

1
正
午

マ
会
場
平
塚
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室
ほ
か

マ
定
円
以
却
人
(
先
哲
順
)

マ
受
講
料
無
料
(
第
3
阿
の

見
学
会
の
交
通
費
は
自
己
負

搾
)

マ
申
し
込
み
先
平
塚
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
(
平
塚
市
紅
谷
町

日
!
幻
T
マ
リ
ン
ピ
ル

・
電
話

n
l
四

O
九
五
)

平穏市消防出初式傍宵飽@閲邸周

1月6日(木)

午前10時""12時

ところ 総合公園平塚のはらっぱ

とき

【主な催し】

-込 10: 00入場行進 11 : 30操 法 演 技

10: 23消防部隊観閲 11 : 45救 助 演技

10: 43表 彰 式 11 : 55一斉放水

11 : 20は しご乗り 12: 00閉会

※ 問い合わせ 消防本部庶務課(内線387)

。見附台体育館 (~包括3 1 3057) 

-開放種目 以球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球(-16時 }、バレー(16時 -)

• 1月10日 (月)午後 1時~午後8時
・1月24日(月) // 

。金田公民館体育館 (間前lー2136)

O金目公民館体育館 {位協8-0(01)

0神田公民館体育館 (叩孟55ー0239)

0旭南公民館体育館 暗部1-2255)

-開放礎自 バレー(9時~印 刷、パドミン

トン、以球(13時 -16時 }、バスケット (16

1待-20時}

• 1月17日 (月)午前9時~午後8時ポ
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